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ARR*1

22.9億円+
サブスクリプション売上⽐率*2

Churn Rate*4

1.20%
ARR 成⻑率*3

20.0％ 

現契約社数*2

5,296社

粗利率*2

80.1%

(*1) Annual Recurring Revenueの略語。2023年９⽉のサブスクリプション売上を12倍することにより算出。
(*2) 2023年12⽉期第３四半期実績。 当社は12⽉期決算。
(*3) 2023年12⽉期第３四半期実績。対前年同期⽐。
(*4) 解約したMRRを解約前のMRRで除した割合の直近12か⽉移動平均。

Financials

89.7%

KPI ハイライト



3© 2014 - 2023 Photosynth Inc.

アジェンダ

①2023年12⽉期第３四半期決算説明

②KPIアップデート

③その他
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2023年12⽉期 第３四半期（累計） 対通期計画⽐

2023年12⽉期
第３四半期実績

2023年12⽉期
通期計画 進捗率(％)

売上⾼ 1,794百万円 2,357百万円 76.1%

売上原価 310百万円 － －

総粗利 1,484百万円 － －

粗利率 82.7％ － －

営業損失 ▲136百万円 ▲425百万円 32.2%

経常損失 ▲134百万円 ▲433百万円 31.0%

親会社株主に
帰属する
当期純損失

▲102百万円 ▲361百万円 28.4%

■ 売上⾼
期初計画に対し進捗率76.1％でした。

年度後半にかけて売上が累積する
下期偏重のストックビジネスのため、
第３四半期での対通期進捗率76.1％という結果は、
実際の計画よりも若⼲の上振れと判断しています。

■ 営業損失
粗利の上振れ、コストの圧縮により、
各種指標における⾚字の対通期進捗率は
30％程度となりました。

第３四半期における対通期進捗率30％程度という
結果は、2023年度中の単⽉黒字という⽬標に対して
順調に進捗していると判断しています。
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2023年12⽉期 第３四半期 対前年同四半期⽐

2022年12⽉期
第３四半期実績

2023年12⽉期
第３四半期実績 増減額 増減率

売上⾼ 1,445百万円 1,794百万円 ＋348百万円 ＋24.1%

売上原価 159百万円 310百万円 ＋150百万円 ＋94.2%

総粗利 1,285百万円 1,484百万円 ＋198百万円 ＋15.4%

粗利率 88.9% 82.7％ － ▲6.2ppt

販売管理費 1,775百万円 1,620百万円 ▲154百万円 ▲8.7%

営業損失 ▲489百万円 ▲136百万円 ＋352百万円 －

経常損失 ▲477百万円 ▲134百万円 ＋343百万円 －

親会社株主に
帰属する
当期純損失

▲459百万円 ▲102百万円 ＋356百万円 －

■ 売上⾼‧総粗利
売上⾼および粗利は、Akerunの導⼊台数の
増加に伴い、順調に増加しました。

粗利率は、⼯事費やオプション品の販売等の
⾮サブスクリプション売上が増加したことによって
サブスクリプション売上⽐率が下がったことに加え、
賃貸⽤資産の償却費が増加したことにより
低下していますが、引き続き80％以上の⾼⽔準を
維持しています。

■ 営業損失
サブスクリプション売上の増加、広告費の圧縮、
採⽤費の減少により、⾚字幅が⼤幅に縮⼩しました。
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2023年12⽉期 第３四半期 売上⾼と粗利率の推移

■ 粗利率
当第３四半期の粗利率は80.1％となり、
償却費の増加および⾮サブスクリプション売上の
増加などにより、直前四半期から
若⼲減少しています。

■ 今後の粗利率の⾒通し
中期的には、賃貸⽤資産およびソフトウェアが
事業拡⼤に伴い積み上がることによる
償却費の増加を⾒込んでおり、
サブスクリプション売上の粗利率は、
数年をかけて徐々に低下するとみています。

また、粗利率の⽔準は、
サブスクリプション売上と
⾮サブスクリプション売上の構成⽐次第で
変動する可能性があります。

売上⾼（百万円）と粗利率

(注) 2021年12⽉期第２四半期以前の数値は、監査及びレビューを受けていない。
(注) 2023年12⽉期第１四半期から、管理会計の集計⽅法を若⼲修正したため、過去数字に関しても遡及して組替表記している 。

234 251 266 289 309 334 363 401 429 451 469 496 521 540 564 70 15 
25 25 45 

28 84 35 
36 23 

38 
52 50 54 

64 
85.3%

81.9%

81.1%

80.1%

89.6% 89.9%
81.8%

88.4%

89.1%

89.6%

88.1%

82.9%
84.9%

83.4% 80.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

100

200

300

400

500

600

700

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2020 2021 2022 2023

サブスクリプション売上(左軸、百万円） その他(左軸、百万円） 粗利率（右軸、％）



7© 2014 - 2023 Photosynth Inc.

2023年12⽉期 第３四半期 売上⾼と営業費⽤の推移

■ ⼈件費‧業務委託費(役員報酬含む)
前年同四半期⽐および直前四半期⽐ともに、
社内⼈件費は減少していますが、
業務委託費が⼀部増えた結果、
合計としては⼤きな変動はありません。

■ 広告宣伝費
リード獲得における効率性を重視しており、
前年同四半期⽐で減少しましたが、
⼀時的に展⽰会等でマーケティング費⽤を
投下したことから直前四半期⽐では増加しました。

■ その他
前年同四半期⽐および直前四半期⽐ともに、
主に採⽤費が減少しました。

売上⾼と営業費⽤の推移（百万円）

(注) 2021年12⽉期第２四半期以前の数値は、監査及びレビューを受けていない。
(注) 2023年12⽉期第１四半期から、管理会計の集計⽅法を若⼲修正したため、過去数字に関しても遡及して組替表記している 。
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2023年12⽉期 第３四半期 営業損失の推移

■営業損失の推移

ストック粗利の増加や、
投資に対する効率性を重視した経営に
切り替えていることから、
損失幅は減少傾向にあります。

当第３四半期は、
前述のとおり⼀時的なマーケティング費⽤を
拡⼤させたことに伴い、
⾚字額が若⼲増加しています。

(注) 2021年12⽉期第２四半期以前の数値は、監査及びレビューを受けていない。

営業損失の推移（百万円）
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よる増益

2023年12⽉期 第３四半期 対前年同四半期⽐

■ 粗利
サブスクリプションサービス売上の
積み上がりにより、粗利は増加しました。

■ ⼈件費‧業務委託費(役員報酬含む)
特段、⼤きな変動はありません。

■ 広告宣伝費
リード獲得における効率性を重視していること
から、前年同四半期⽐で減少しました。

■ 研究開発費
特段、⼤きな変動はありません。

■ その他
既存従業員の労働⽣産性の向上を重視した⼈事戦略に
変更したため、採⽤費が⼤きく減少しました。

損益変動要因（2022年度第３四半期 対 2023年度第３四半期 、百万円)

リード獲得の効率化
によるコストの減少

採⽤費等の
その他経費が減少
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サブスクリプション
売上の積み上がりに

よる増益

⼀時的な
リード獲得効率の

低下により費⽤が増加

研究開発
プロジェクトの増減

による影響

損益変動要因（2023年度 第２四半期 対 2023年度 第３四半期、百万円)

研究開発プロジェクト
の増減による影響

■ 粗利
サブスクリプションサービス売上の
積み上がりにより、粗利は増加しました。

■ ⼈件費‧業務委託費(役員報酬含む)
主に研究開発プロジェクトへの⼈件費の振替が、
増加したことに伴い減少しています。

■ 広告宣伝費
⼀時的に展⽰会等でマーケティング費⽤を
投下したことから直前四半期⽐では増加しました。

■ 研究開発費
研究開発プロジェクトへの⼈件費の振替が、
増加したことに伴い増加しました。

■ その他
特段、⼤きな変動はありません。
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アジェンダ

①2023年12⽉期第３四半期決算説明

②KPIアップデート

③その他
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ARR成⻑率は20%
ARR成⻑率は計画通り進捗しています。

2023年度中の連結営業利益の単⽉黒字化と
2024年度の連結営業利益‧連結フリー
キャッシュフローの通期黒字化に向けて、
収益性を重視しています。

ARR（百万円）

(*1） Annual Recurring Revenueの略語。各期末サブスクリプション売上を
12倍することにより算出。

主⼒事業のAkerun⼊退室管理システムは、

ハードウェアとソフトウェアを組み合わせたHESaaSとして

サービス提供し、事業の成⻑性を表すARRを重要経営指標としています。

KPI

2023年12⽉期 第３四半期 主要KPI報告：ARR*1の推移
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期末契約社数推移

2021年から推し進める
営業チャネル戦略が功を奏し、
着実に顧客数を伸ばしています。

また、⼤⼝顧客⽐率の増加などにより、
ARR成⻑率＞社数成⻑率
となっています。

2023年12⽉期 第３四半期 主要KPI報告：契約社数の推移

現契約社数は
約5,300社に
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ARPU推移 (円∕社)

「1社あたりARPU」は、 1社あたり
導⼊台数の緩やかな拡⼤に加え、
⼤規模企業や⼤型ビルなどの⼤⼝顧客の
⽐率の増加により、
直前四半期⽐で改善しています。

今後も、年率5〜10％程度の
拡⼤ペースが継続すると⾒込んでいます。

ARPUは
継続的に拡⼤

2023年12⽉期 第３四半期 主要KPI報告：ARPUの推移
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(*1) 各期のChurn Rateは、12ヶ⽉移動平均
(*2) 顧客の縮⼩‧閉鎖‧倒産による解約

「顧客都合による解約*2 を除く平均Churn 
Rate」は、中期的に⼤規模顧客への拡販、
API連携の増加、Akerunコントローラーの
構成⽐拡⼤などにより、さらなる改善を
⾒込んでいます。

当第３四半期のChurn Rateは1.20%へと
改善し、2023年度のChurn Rate⽬標であ
1.35%を上回る結果となりました。

平均Churn RateChurn Rate は
順調に改善が進む

2023年12⽉期 第３四半期 主要KPI報告：Churn Rateの推移
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FY23 Target 1.35%


















